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手法

HTML、CSS、JavaScript を用いて作成する。また、作問だけでなく、エラーチェックや自動回 答作成まで組
み込みたい。そのためには、まずユーザーが入力の整合性を検証し、不備がある場 合にはリアルタイムで赤く
警告を表示する機能が必要である。たとえば、壁沿いに３がある場合 や、斜線によってループができてしまっ
ている場合などは、エラーとして表示する。自動回答作 成機能では、作成された問題の内容に応じて決定する
解答を生成し、ユーザーに提示する。

背景 目的

Slant の作問をアナログで行う場合効率が悪いと感
じたため。デジタルの画面上で、この操作 をおこ
なうことができれば、より効率的に問題を作成す
ることができると考え取り組んだ。

紙とシャーペンでごきげんななめの作問を行うと
非常に効率が悪いと感じたため、作問を補助して
くれるツールを作ろうと考えた。これにより、コ
ミュニティの活性化、ごきげんななめの新 たな楽
しみ方を提供できると思う。

結果

作成した問題を自動で解く機能や、問題として成立しない場合の警告などの機能を実装するこ とができた、ま
た、デジタル上で作問した問題をそのまま人が解く機能も実装した。HTML CSS JavaScript を用いて作成した。
React や jQuery などは用いなかった。それぞれのコードの⾧ さは、HTML:49 行、CSS:216 行、
JavaScript:597 行だった。

結論・展望

自動回答機能の軽量化を行いたい。また、モバイル端末での操作性向上させたい。

考察

ごきげんななめの作問を補助するツールを JavaScript などで開発した。従来、紙上で作問を行 っていた際に
は、書き直しの手間や制約条件の確認に多くの時間がかかっていた。本ツールでは リアルタイムに盤面の状
態を表示させ、ループの検出などの機能を盛り込むことで、作問作業の 効率を向上させることができた。
ユーザーによる予期しない操作を考慮する必要があったが、状 態の更新にフレームワークやライブラリを用
いず、標準の DOM 操作で対応した。コード量は約 600 行に及んだが、可読性や保守性を意識してコーディ
ングすることができた。ごきげんななめ 特有のルール（ループ禁止など）をコードで表現することは、探索
アルゴリズムの基礎理解が活 用される良い機会となった。ループの検出には、BFS（幅優先探索）をベース
としたアルゴリズ ムを実装した。
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